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合
ね む

歓の花に負けないくらい
華やかな笑顔の花が咲きました

猿
さるぐち

口小
さ よ こ

夜子さん（神内）



◆
防
災
無
線
関
係

　

防
災
行
政
無
線
屋
外
子
局
が
、
浸

水
に
よ
り
７
地
区
12
か
所
に
お
い
て

使
用
不
可
能
と
な
り
ま
し
た
が
、
被

災
後
直
ち
に
仮
復
旧
作
業
を
行
い
、

10
月
28
日
か
ら
全
て
の
地
区
に
お
い

て
使
用
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
復
旧
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
回

の
浸
水
高
よ
り
高
い
所
に
機
器
を
移

設
す
る
と
と
も
に
、
熊
野
川
流
域
の

地
区
に
お
き
ま
し
て
は
、
遠
隔
に
よ

り
各
地
区
だ
け
に
直
接
放
送
で
き
る

機
能
も
追
加
し
、
平
成
24
年
３
月
に

完
全
復
旧
い
た
し
ま
し
た
。

　

消
防
関
係
に
つ
き
ま
し
て
は
、
消

防
車
庫
３
か
所
と
消
防
車
１
台
が
被

災
し
ま
し
た
が
、
車
庫
は
１
か
月
足

ら
ず
で
復
旧
が
完
了
し
、
消
防
車
も

旧
消
防
車
を
代
替
え
と
し
て
使
用
で

き
た
た
め
、
消
防
業
務
に
大
き
な
支

障
を
き
た
す
こ
と
な
く
再
開
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

◆
上
水
道
関
係

　

取
水
場
お
よ
び
取
水
口
が
被
災
し

た
た
め
、
数
日
間
に
お
い
て
断
水
と

な
り
ま
し
た
が
、
仮
設
ポ
ン
プ
や
仮

設
配
線
工
事
に
よ
る
応
急
仮
復
旧
工

事
に
よ
り
、
配
水
を
行
っ
て
い
ま

す
。
本
復
旧
工
事
は
現
在
も
引
き
続

き
進
め
て
お
り
、
今
年
度
中
に
完
了

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

再
建
支
援
金
（
基
礎
支
援
金
・
加
算

支
援
金
）」（
国
の
制
度
）
の
申
請
受

け
付
け
を
行
い
、
居
住
す
る
住
宅
が

全
壊
・
大
規
模
半
壊
・
解
体
（
半
壊
）

判
定
を
受
け
た
３
８
９
世
帯
に
対
し

て
支
援
金
が
支
給
さ
れ
、
支
援
金
総

支
給
額
は
、５
億
３
６
０
０
万
円（
８

月
２
日
現
在
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

生
活
再
建
に
向
け
て
の
一
助
と

し
て
創
設
さ
れ
た
紀
宝
町
生
活
再

建
支
援
金
（
県
・
町
の
制
度
）
に

つ
い
て
は
、
６
０
４
世
帯
に
１
億

８
１
９
３
万
７
５
０
０
円
を
、
見

舞
金
に
つ
い
て
は
３
９
３
世
帯
に

２
２
７
５
万
円
を
支
給
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

災
害
救
助
法
に
基
づ
く
「
住
宅
の

応
急
修
理
」
に
つ
い
て
は
、
被
災
し

た
住
宅
に
対
し
日
常
生
活
を
送
る
た

め
の
必
要
最
低
限
の
修
理
を
目
的
と

し
て
、
４
９
５
件
に
２
億
３
８
０
９

万
９
６
９
１
円
を
支
出
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
皆
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
義
援
金
に
つ
い
て
は
「
紀
宝
町
台

風
災
害
義
援
金
配
分
委
員
会
」
で
決
定

さ
れ
た
額
を
対
象
世
帯
に
配
分
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
配
分
総
額
は
１
億
２
６

５
０
万
円
余
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

家
屋
が
全
壊
・
流
失
し
た
世
帯
に

は
災
害
救
助
法
に
よ
る
「
民
間
賃
貸

住
宅
借
り
上
げ
に
よ
る
応
急
仮
設
住

宅
」
に
よ
り
救
助
を
継
続
し
て
い
ま

す
。
現
在
17
世
帯
25
人
が
、
町
が
借

り
上
げ
た
ア
パ
ー
ト
等
に
入
居
い
た

だ
い
て
い
ま
す
が
、
引
き
続
き
１
日

も
早
い
生
活
再
建
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

が
、
今
後
も
引
き
続
き
復
旧
に
向
け

鋭
意
努
力
し
進
め
て
い
き
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

１
年
前
、
紀
宝
町
は
台
風
12
号
の

影
響
に
よ
る
猛
烈
な
雨
に
襲
わ
れ
、

過
去
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
よ

う
な
大
惨
事
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
８
月
30
日
か
ら
９
月
５

日
に
か
け
て
降
り
続
い
た
雨
は
、
熊

野
川
や
相
野
谷
川
な
ど
を
氾
濫
さ
せ

て
、
町
内
の
約
１
０
０
０
世
帯
が
床

上
浸
水
す
る
な
ど
、
想
像
を
超
え
る

被
害
を
受
け
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し

い
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。

　

あ
れ
か
ら
１
年
。
紀
宝
町
は
少

し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
復
興

へ
の
階
段
を
登
り
続
け
て
い
ま
す
。

　

今
回
こ
こ
で
は
、
災
害
発
生
か

ら
の
１
年
に
わ
た
り
、
町
が
行
っ

て
き
た
各
種
復
旧
事
業
の
状
況
と

今
後
の
予
定
に
つ
い
て
ご
報
告
い

た
し
ま
す
。

◆
生
活
再
建
支
援
関
係

　

甚
大
な
家
屋
被
害
に
よ
り
「
被
災

者
生
活
再
建
支
援
法
」
の
適
用
を
受

け
た
た
め
、
内
閣
府
の
調
査
基
準
に

沿
っ
て
、
合
計
１
０
０
７
世
帯
（
全

壊
61
世
帯
、
大
規
模
半
壊
３
１
６
世

帯
、
半
壊
４
８
２
世
帯
、
半
壊
に
至

ら
な
い
１
４
８
世
帯
）
の
家
屋
被
害

認
定
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
調

査
結
果
に
基
づ
き
、「
被
災
者
生
活

台風 12 号災害から１年
復旧・復興への階段を一歩ずつ登り続けています
災害から１年にわたり、町が行ってきた各種復旧事業と
今後の予定についてご報告します

◆
建
設
・
農
林
関
係

　

町
内
い
た
る
と
こ
ろ
で
、
道
路
崩

落
や
山
崩
れ
な
ど
が
多
数
発
生
し
ま

し
た
。
主
な
も
の
と
し
て
は
、
町
管

理
施
設
と
し
て
道
路
施
設
31
か
所
、

河
川
施
設
28
か
所
、
林
道
施
設
13
か

所
、
農
業
施
設
25
か
所
。
県
管
理
施

設
と
し
て
、
道
路
施
設
29
か
所
、
河

川
施
設
28
か
所
、
橋
梁
・
砂
防
設
備
・

急
傾
斜
・
海
岸
で
６
か
所
。
そ
の
他

と
し
て
、
農
地
20
か
所
な
ど
で
す
。

　

８
月
15
日
現
在
の
発
注
率
は
、
１

８
０
件
中
１
３
３
件
で
73
・
８
％
で
す
。

　

各
種
復
旧
工
事
に
お
い
て
、
ご
不

便
・
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す

７月 24 日に通行規制が解除され、浅里まで通行可
能となった県道小船紀宝線

台風 12 号の浸水高よりも高い位置に機器が設置さ
れた防災行政無線屋外子局（浅里地区）

　浸水する被害にあった井内地区では、今年も黄金色の稲穂を見ることができました
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◆
公
園
・
集
会
所
関
係

　

飛
雪
の
滝
キ
ャ
ン
プ
場
と
大
里
親

水
公
園
は
甚
大
な
被
害
と
な
り
、
使

用
不
可
能
な
状
態
と
な
っ
て
い
ま

す
。
同
キ
ャ
ン
プ
場
は
現
在
、
平
成

25
年
３
月
の
完
成
に
向
け
て
国
と
県

が
復
旧
工
事
を
行
っ
て
お
り
、
大
里

親
水
公
園
に
つ
い
て
も
年
内
を
目
標

に
復
旧
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

各
地
区
の
集
会
施
設
に
つ
い
て

は
、
７
施
設
が
浸
水
な
ど
の
被
害

と
な
り
ま
し
た
。
内
３
施
設（
桐
原
・

大
里
・
北
檜
杖
）
は
復
旧
工
事
が

完
了
し
、
残
り
の
４
施
設
（
下
地
・

中
村
・
鮒
田
・
浅
里
）
に
つ
き
ま

し
て
も
、
年
内
の
復
旧
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

紀宝町長   西田  健

教訓を活かし
安心して暮らせるまちへ

　猛威をふるったあの台風 12 号災害から１
年が経ちました。
　昨年の台風 12 号は、私たちのまちから１
人の尊い命を奪い、今もなお、おひとりの方
が行方不明となっております。改めて、お亡
くなりになられた方とご遺族の皆さまに謹ん
でお悔やみ申し上げますとともに、ご冥福を
お祈り申し上げます。また、被災されました
皆さま、今もなお避難生活を続けておられる
皆さまに、心よりお見舞い申し上げます。
　被災直後、町民の皆さまには、台風の影響
により、一時は、道路や水道などのライフラ
インが断たれ、日常生活において多大なご不
便とご迷惑をおかけしましたことを深くお詫
び申し上げます。
　未曾有の災害ではありましたが、危険が迫
るなかで、いかに適切かつ安全に避難してい
ただくか、避難の判断、情報の伝達方法、避
難者の把握など、発災前・発災時・発災後の
各段階において課題もいくつか見えてまいり
ました。今後、これらの課題を踏まえ、減災
に努め、この台風 12 号の教訓を後世へと伝
えて、安全・安心に暮らせる地域の形成に取
り組んでまいりたいと考えております。
　復興への道のりは、決して平坦なものでは
ありませんが、今こそ地域力を集結し、「絆」
を深め、共に助け合う共助の精神で、一日も
早い復興と元気な町「紀宝町」を取り戻すた
めに、皆さまと一丸となって、全力で取り組
む所存でございます。

◆
保
育
所
・
学
校
関
係

相
野
谷
保
育
所
と
通
園
め
だ
か

（
鮒
田
）
は
水
没
等
の
被
害
と
な
り
、

一
時
的
に
仮
設
施
設
で
の
保
育
が
余

儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
が
、
復
旧
工
事

は
全
て
完
了
し
て
い
ま
す
。

　

成
川
小
学
校
と
相
野
谷
小
学
校
も

浸
水
す
る
被
害
と
な
り
ま
し
た
が
、
両

校
と
も
に
復
旧
工
事
が
全
て
完
了
し
、

利
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
矢
渕
中
学

校
は
、
土
砂
崩
落
等
の
法
面
被
害
と
な

り
ま
し
た
が
、
年
内
に
全
て
の
復
旧
工

事
を
完
了
す
る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
被
災
し
た
児
童
ら
に
対
し

て
は
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を

派
遣
し
、
個
々
の
ケ
ー
ス
に
対
応
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

各
市
町
、
三
重
県
産
業
廃
棄
物
協
会

に
対
し
協
力
要
請
を
行
い
、
災
害
廃

棄
物
の
回
収
、
仮
置
き
場
で
の
選
別

作
業
、
処
分
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
９
月
８
日
か
ら
の
約

１
か
月
間
と
い
う
短
期
間
で
集
中

的
に
災
害
廃
棄
物
を
回
収
し
、
処
理

を
行
う
こ
と
が
で
き
、
平
成
24
年
３

月
末
現
在
で
は
約
１
２
４
０
０
ｔ

の
災
害
ご
み
を
処
理
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
、
災
害
廃
棄
物
の
搬
入

の
申
し
込
み
を
し
た
に
も
関
わ
ら

ず
、
家
屋
の
解
体
や
修
復
が
で
き
ず

に
搬
入
が
遅
れ
て
し
ま
う
被
災
者
が

多
い
こ
と
か
ら
、
現
在
も
引
き
続
き

災
害
廃
棄
物
の
受
け
入
れ
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

仮
置
場
と
し
て
利
用
し
て
い
る

深
田
運
動
場
に
つ
い
て
は
、
災
害

ご
み
お
よ
び
土
砂
を
年
内
を
め
ど

に
撤
去
し
、
早
期
に
ご
利
用
い
た

だ
け
る
よ
う
復
旧
工
事
を
進
め
て

い
き
ま
す
。
周
辺
地
域
の
皆
さ
ま

に
は
、
長
期
間
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
て
い
ま
す
こ
と
を
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。

◆
災
害
ご
み
関
係

　

台
風
直
後
、
浸
水
被
害
が
あ
っ
た

家
屋
か
ら
排
出
さ
れ
た
大
量
の
家

財
な
ど
の
災
害
ご
み
が
道
路
沿
い

に
出
さ
れ
、
交
通
に
支
障
を
き
た
す

状
態
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

災
害
廃
棄
物
の
早
期
回
収
が
必
要

と
考
え
、
災
害
に
関
す
る
応
援
協
定

等
に
基
づ
き
、
三
重
県
お
よ
び
県
内

◆
黙
と
う
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

昨
年
の
台
風
12
号
に
よ
り
、
全
国
で
多

く
の
方
が
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。
紀
宝
町

に
お
い
て
も
、
１
名
の
方
が
お
亡
く
な
り

に
な
り
、
今
な
お
１
名
の
方
が
行
方
不
明

に
な
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

紀
伊
半
島
大
水
害
か
ら
１
年
と
な
り
、

犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥め

い
ふ
く福

を
お
祈

り
す
る
た
め
、
９
月
４
日
㈫
の
正
午
、
防

災
無
線
に
よ
り
30
秒
間
サ
イ
レ
ン
を
吹す

い
め
い鳴

し
ま
す
の
で
、ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、

そ
の
場
で
黙
と
う
を
お
願
い
し
ま
す
。

元
気
の
な
い
方
が
多
く
見
受
け
ら

れ
た
た
め
、
被
災
者
全
世
帯
を
対

象
に
実
態
調
査
を
行
い
、
支
援
が

必
要
な
方
に
対
し
て
は
、
今
後
も

必
要
な
支
援
や
ケ
ア
を
行
っ
て
い

く
予
定
で
す
。

復旧され、ヒノキの香り漂う園舎で子どもたちは
元気に過ごしています（相野谷保育所）

復旧が完了し、9月３日の２学期から使用が開始さ
れる相野谷小学校

◆
医
療
・
健
康
づ
く
り
関
係

　

相
野
谷
診
療
所
と
紀
南
病
院
附

属
浅
里
診
療
所
の
２
施
設
が
、
浸
水

被
害
の
た
め
使
用
不
可
能
と
な
り

ま
し
た
。
相
野
谷
診
療
所
は
、
早
急

に
診
療
業
務
を
行
う
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
仮
設
の
診
療
所
で
業
務

を
行
い
、
平
成
24
年
４
月
か
ら
は
復

旧
さ
れ
た
相
野
谷
診
療
所
で
の
業

務
を
再
開
し
ま
し
た
。
紀
南
病
院
附

属
浅
里
診
療
所
も
、
４
月
か
ら
業
務

を
再
開
し
て
い
ま
す
。

　

被
災
後
の
健
康
相
談
お
よ
び
心

の
ケ
ア
対
策
と
し
て
は
、
避
難
所

巡
回
相
談
、
家
庭
訪
問
、
夜
間
相

談
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
現
在
も
、

高
齢
者
を
中
心
に
心
に
傷
を
持
ち
、

床と壁を張り替え、３月から使用できるようになった
桐原生活改善センター

仮設診療所での診察を終え、４月２日から診察業務
を再開した相野谷診療所

深田運動場に仮置きされている災害ごみと土砂は、
年内をめどに撤去する予定となっています
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今
月
の
テ
ー
マ

風
水
害
に
備
え
て

今
日
か
ら
始
め
る
防
災
対
策

◆ 

危
険
を
感
じ
た
ら
す
ぐ
避
難

　

災
害
時
に
は
、
町
長
が
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
を
発
表
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
が
、
災
害
時
の
避
難
で
何
よ
り
も
大
切
な
の
は
、

危
険
を
感
じ
た
ら
自
ら
の
判
断
で
避
難
す
る
こ
と
で
す
。

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し

シ
リ
ー
ズ

　
そ
の
⑭

◆
台
風
と
は

　

熱
帯
や
亜
熱
帯
地
方
で
発
生

す
る
低
気
圧
を
「
熱
帯
低
気
圧
」

と
呼
び
、
こ
の
う
ち
北
西
太
平

洋
で
発
達
し
て
低
気
圧
域
内
の

最
大
風
速
が
お
よ
そ
17
ｍ
／
ｓ

以
上
に
な
っ
た
も
の
を
「
台
風
」

と
呼
び
ま
す
。

　

昨
年
発
生
し
た
の
台
風
12
号

は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
だ
と

思
い
ま
す
が
、
台
風
に
よ
る
暴

風
、
高
潮
、
高
波
、
大
雨
な
ど

に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
て
し
ま

う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

台
風
の
接
近
時
や
雨
が
降
り
続

い
た
時
な
ど
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
な
ど
で
気
象
情
報
を
収
集
し
、

十
分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◆
台
風
の
進
路
に
注
意

　

台
風
の
予
想
進
路
が
発
表
さ
れ

た
ら
、
台
風
が
紀
宝
町
の
ど
ち
ら

側
を
通
る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

進
行
方
向
に
向
か
っ
て
右
側
の
半

円
で
は
、
台
風
自
身
の
風
と
台
風

を
移
動
さ
せ
る
周
り
の
風
が
同
じ

方
向
に
吹
き
、
風
が
強
く
な
る
た

め
、
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

台
風
や
大
雨
は
人
の
力
で
止
め

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
予
想

が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
被
害
に
あ

わ
な
い
た
め
に
も
、
天
気
予
報
や

い
ろ
ん
な
情
報
に
注
意
し
て
早
め

の
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

象
で
す
。
豪
雨
災
害
は
梅
雨
の
終

わ
り
頃
や
台
風
シ
ー
ズ
ン
に
発
生

し
や
す
く
、
近
年
の
発
生
回
数
は

全
国
的
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
河

川
の
氾
濫
や
が
け
崩
れ
な
ど
大
き

な
被
害
が
で
る
こ
と
が
あ
る
の

で
、
十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

▼
詳
し
く
は
、
役
場
総
務
課
防
災

対
策
担
当
（
☎
33
―
０
３
３
５
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
集
中
豪
雨
と
は

　

集
中
豪
雨
と
は
、
狭
い
範
囲
に

比
較
的
短
時
間
に
大
雨
が
降
る
現

　災害時要援護者等、特に避難行動に時間を要す
る方が避難行動を開始しなければならない段階で
あり、人的被害の発生する可能性が高まった時に
町から発表されます。

　通常の避難行動ができる方が避難行動を開始しな
ければならない段階であり、人的被害の発生する可
能性が明らかに高まった時に町から発表されます。

　前兆現象の発生や、現在の切迫した状況から、
人的被害の発生する可能性が非常に高いと判断さ
れた時に町から発表されます。

◆ 洪水からの
避難の
ポイント
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紀勢線（新宮～大泊間）の道路計画に関する

アンケート結果報告

アンケートへご協力いただきありがとうございました

　

国
土
交
通
省
は
現
在
、
近
畿
自

動
車
道
紀
勢
線
（
新
宮
〜
大
泊

間
）
に
つ
い
て
、
道
路
計
画
の
検

討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
必
要
性
や
ル
ー
ト
帯

に
つ
い
て
な
ど
、
広
く
み
な
さ
ん

の
意
見
を
お
聞
き
す
る
た
め
、
平

成
24
年
６
月
か
ら
７
月
に
か
け

て
、「
新
宮
〜
大
泊
間
の
道
路
計

画
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
約
１
万

件
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
ご
報

告
し
ま
す
。

　

国
土
交
通
省
は
今
後
、
皆
さ
ま

か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
踏
ま

え
て
、
第
三
者
委
員
会
で
審
議

し
、
ル
ー
ト
帯
や
Ｉ
Ｃ
な
ど
を
決

定
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

▼
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い
て
詳

し
く
は
、
国
土
交
通
省
中
部
地
方

整
備
局
紀
勢
国
道
事
務
所
調
査

設
計
課
（
☎
０
５
９
８
―
52
―

５
３
６
５
、
Ｈ
Ｐhttp://w

w
w
.

cbr.m
lit.go.jp/kisei/kiseisen/

index.htm
l

）、
も
し
く
は
役
場
産

業
建
設
課
（
☎
33
―
０
３
３
６
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆ ルート帯概要

◆ アンケート調査結果の概要（速報）
実施項目 実施期間 回答方法 実施概要 回答数 回答総数

地域住民
アンケート

６月 16日㈯
～７月１日㈰

①郵送回収 無作為抽出した 9,747 世帯への郵送配布・回収 5,019
（回収率51％）

6,546
②投かんBOXによ
　る回収

各市役所・町役場等に投かんBOXの設置 1,527

道路利用者
アンケート

６月 23日㈯
～７月１日㈰

①インターネットで
　の回答

WEBモニタ会員を対象としたWEBアンケートを実施 725
1,045

②道の駅での聞き
　取りアンケート

道の駅（熊野きのくに・パーク七里御浜・紀宝町ウミガメ公園）
で聞き取りアンケートを実施

320

事業所・トラッ
ク協会会員企業
アンケート

６月 16日㈯
～７月１日㈰

郵送回収

熊野市、御浜町、紀宝町、新宮市の全事業所（約 3,092
事業所）への郵送配布・回収

1,589
（回収率51％）

2,016
三重県・和歌山県トラック協会会員企業（約 940事
業所）への郵送配布・回収

427
（回収率45％）

❶台風や豪雨等の災害時に
地区が孤立することに不
安を感じる

　上記の他、「❷災害時に国
道 42 号の代わりとなる道
路が無く不安を感じる」「❸
高度な治療ができる病院が遠く不安を感じる」「❹移
動に時間がかかる」「❺熊野大橋付近で渋滞が著しい」
の設問に対して、“そう思う”、“ややそう思う”が全
体の 9割の回答となりました。

質
問

対象道路の現況と課題について

対象地域の道路について、あなたは
どのように思われますか？

1

77%

４%
２% １%

15%

災害に強く時間短縮効果の
ある道路は必要だと思いま
すか？

　

　災害に強く時間短縮効果のある道路は必要だとの
回答が、全体の９割以上となりました。

質
問

必要性について

近畿自動車道紀勢線（新宮～大泊）
の必要性について

2

95%

１% ４% ❶災害発生時に物資の輸送
や復旧するための道路と
して機能する。

　上記の他、「❷津波発生時に高
台への避難場所として機能する」
「❸通行止め時に国道 42 号の代
わりとなる道路が確保される」「❹高度な治療ができる病院へ
の搬送時間が短縮され、救命率の向上が期待される」「❺所要
時間が短縮され、スムーズに移動できる」の設問に対して、“そ
う思う”、“ややそう思う”が全体の 9割の回答となりました。

質
問

効果について

紀勢線が整備されることにより期待される効
果として、あなたはどのように思われますか？

3

84%

２%１%１%

12%

❶災害時に物資の輸送や復
旧するための道路として
利用できること

　上記の他、「❷津波発生時
に高台への避難場所として
利用できること」「❸スムー
ズな移動」「❹自然環境、歴史、文化的遺産や景観へ
の影響が少ない」「❺早期開通」「❻整備費用の圧縮」
の設問に対して、“そう思う”、“ややそう思う”が全
体の 7割以上の回答となりました。

質
問

ルート検討に配慮すべきことについて

紀勢線のルートを検討する際に、どのよう
なことに配慮すべきだと思われますか？

4

86%

２%１%１%

11%

❶主要な道路に取り付いて
いること

　上記の他、「❷市街地に近い
ところ」「❸病院・消防署に近
いところ」「❹国道４２号にで
きるだけ近いところ」の設問に対して“そう思う”、“や
やそう思う”が全体の 7割以上の回答となりました。「❺
市役所や町役場に近いところ」の設問に対しては、“そう
思う”、“ややそう思う”が全体の５割の回答となりました。

質
問

ＩＣ配置検討に配慮すべきこと

紀勢線のＩＣ配置を検討する際に、どのよ
うなことに配慮すべきだと思われますか？

5

70%

７%２% ２%

19%

そう思う
ややそう思う
あまりそう思わない
そう思わない
わからない

注）各数値が単位未満を四捨五入しているため、

合計値が 100にならない場合があります。

アンケート結果
（回答数：9,607 人）

8 2012 - 9 Kiho  2012 - ９9 Kiho



福
祉
医
療
費
助
成
制
度
を

　
　
　
申
請
し
て
く
だ
さ
い
！

　

町
で
は
、
保
健
の
向
上
と
福

祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、
福
祉

医
療
費
助
成
制
度
（
障
が
い
者

医
療
費
・
一
人
親
家
庭
等
医
療

費
・
子
ど
も
等
医
療
費
・
65
〜
69

歳
老
人
医
療
費
・
寡か

ふ婦
医
療
費
）

に
よ
る
医
療
費
の
助
成
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
対
象
と
な
る
方

で
あ
っ
て
も
、
受
給
資
格
の
申
請

を
し
な
い
と
助
成
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
だ
申
請
を
さ

れ
て
い
な
い
方
は
、
役
場
福
祉
課

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
新
規
の
申
請
に
必
要
な
も
の

①
健
康
保
険
証

②
金
融
機
関
の
通
帳

③
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手

帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
の
い
ず
れ
か
（
障
が
い
者
の

場
合
の
み
）

④
平
成
24
年
度
所
得
課
税
証
明
書

（
平
成
24
年
１
月
2
日
以
降
に

紀
宝
町
に
転
入
さ
れ
た
方
）

◆
助
成
を
受
け
る
に
は

《
県
内
の
医
療
機
関
に
か
か
る
と
き
》

　

受
診
時
に
必
ず
受
給
資
格
証

を
医
療
機
関
の
窓
口
に
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。
領
収
証
明
書
は
、

医
療
機
関
か
ら
直
接
役
場
へ
提

出
さ
れ
ま
す
。

《
県
外
の
医
療
機
関
に
か
か
る
と
き
》

　

受
診
さ
れ
た
医
療
機
関
で
領

収
証
明
書
（
役
場
様
式
）
を
書

い
て
も
ら
い
、
福
祉
課
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。（
証
明
書
料
は

助
成
対
象
と
な
る
証
明
書
１
枚

に
つ
き
２
０
０
円
を
限
度
に
助

成
し
ま
す
。）

　

保
険
診
療
分
の
わ
か
る
領
収

証
の
原
本
で
も
申
請
で
き
ま
す

が
、
１
か
月
分
ご
と
に
ま
と
め
て

ご
提
出
く
だ
さ
い
。
※
た
だ
し
、

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の

方
は
、
手
続
き
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

◆
助
成
金
の
支
払
い

　

レ
セ
プ
ト
等
の
確
認
の
た
め
、

医
療
機
関
に
か
か
っ
て
か
ら
お
支

払
い
ま
で
、
２
〜
３
か
月
程
度
か

か
り
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
役
場
福
祉
課
（
☎

33
―
０
３
３
９
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
健
の
向
上
と
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め

＊医療費の自己負担額についてはいったん医療機関にお支払いください。

＊助成対象となる「自己負担額」は、高額療養費として支給される額や加入医療保険からの療養付加給付金などを除いた保険診療額とします。

＊所得制限はありません。

助成の種類 対　象　者 助　成　額

障がい者医療

①身体障害者手帳１～３級の認定を受けた方
②知的障がい者と判定された知能指数 50 以下の方
③精神障害者保健福祉手帳１級の認定を受け
た方（通院分のみ） ①医療費の自己負担額

②入院時の食事療養費に係る標準負担額
一人親家庭等医療

①一人親家庭の父または母と、18 歳年度末ま
での児童

②父母のいない18 歳年度末までの児童

子ども医療 小学校６年生までの児童（12 歳年度末まで）

65～69歳老人医療 65 歳～ 69 歳の方 ①通院 :医療費の自己負担額が、医療機関ごとに１か月
につき8,000円を超えるとき、医療費総額の１/10

②入院 : 医療費の自己負担額から44,400 円（非課
税世帯の方は24,600円）を差し引いた額の１/２寡

か ふ

婦医療 法的寡婦のうち60 歳～ 64 歳の方

国民健康保険証が新しくなります！

　10 月１日から国民健康保険証が新しくなりま
す。新しい保険証は、役場福祉課から９月下旬に
郵送でお届けする予定です。（国民健康保険税を
滞納されている場合は、この限りではありません。）
　新しい保険証が届きましたら、まず、住所・氏
名・生年月日などの記載内容に間違いがないか、
よく確かめてください。
　旧保険証は、10 月１日以降に、役場福祉課に
ご返却いただくか、ご自分で処分される場合は、
住所や氏名等が見えないように裁断するなど十分
注意してください。

▶詳しくは、役場福祉課（☎３３―０３３９）
までお問い合わせください。

◆異動の届け出はお早めに！
　進学や就職、退職などで、国民健康保険に加
入するときや、やめるときは届け出が必要です。
異動の届け出は、必ず 14 日以内に、役場福祉
課で手続きを行ってください。

有効期限　　平成 25 年   9 月 30 日
交付年月日　平成 24 年 10 月   1 日

９９９９９９

生年月日　　　　平成 99 年 99 月 99 日
資格取得年月日　平成 99 年 99 月 99 日
世帯主氏名　　　三重　太郎
世帯主住所　　　三重県南牟婁郡紀宝町鵜殿○○番地

性別　男被保険者氏名　 　三
ミ エ

重　太
タ ロ ウ

郎

記号番号　　999999

「こころの健康相談」を開催！
　熊野保健福祉事務所では、こころに悩みをもつ
人自身、およびこころの病気が疑われるが本人に
自覚がないため対応に苦慮している家族などを支
援する目的で、次のとおり精神科医師による「こ
ころの健康相談」を開催します。

◆日時　９月２９日（土）
　　　　午後１時 30 分～４時 30 分
◆場所　御浜町役場　１階　1･2 会議室

◆医師　熊野病院　福田衆一院長
◆対象者　こころに悩みを持つ人、およびその家
族など（ただし、すでに治療中で主治医のいる方
はご遠慮ください）
◆申込方法　９月 14 日（金）までに熊野保健福
祉事務所健康増進課までお申し込みください
▶詳しくは、熊野保健福祉事務所健康増進課（☎
０５９７―８９―６１１５）までお問い合わせく
ださい。

「歩こう会」参加者募集！
　町教育委員会では、歩こう会の参加者を募集し
ます。今回は、日本百名山等に選ばれている長野
県の木

き そ

曽御
おんた け さ ん

嶽山を登ります。木曽御嶽山は、標高
３千メートルを超える山としては日本国内で最も
西に位置し、神聖な信仰の山であるとともに、木
曽を代表する山として親しまれています。ぜひご
参加ください。

◆日　時　10月４日（木）早朝～10月５日（金）深夜
◆対　象　１８歳以上
◆定　員　４０名（先着順）
◆参加費　２０，０００円
◆申込期間　９月３日（月）～９月 14 日（金）
▶詳しくは、紀宝町教育委員会（☎３３―０３４１）
までお問い合わせください。
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「紀の宝みなと市」への出店者を募集！
　紀宝町商業活性化委員会では、本年の 12 月か
ら毎月第３土曜日に「紀の宝みなと市」の開催を
予定しています。
　「紀の宝みなと市」とは、町で生産される農林
水産商工関係の商品を、生産者が自ら対面販売す
ることで、地域活性化と地産地消の推進を図ろう
と考えられた催しです。
　開催に伴い、本会では、「紀の宝みなと市」へ
の出店者を下記のとおり募集します。
　地域の活性化のために、ぜひご参加ください。

◆開催日時　12 月 15 日（土）から毎月第３土曜日
　　　　　　午前９時から正午まで
◆場　　所　鵜殿港
◆販売方法　テント市、軽トラ市、フリーマーケット
◆募集対象　紀宝町内で農林水産商工業に携わっ
　　　　　　ている者
◆募集期間　９月３日（月）から９月28日（金）まで
◆そ の 他　申し込み方法、入会金、会費等の詳
　　　　　　細については、今月号の広報に折り
　　　　　　込んでいるチラシをご覧ください。

▶詳しくは、紀宝町商業活性化委員会事務局の紀
宝町商工会（☎２１－６４７５）または役場企画
調整課（☎３３－０３３４）までお問い合わせく
ださい。

「紀の宝みなと市」の開催場所となる鵜殿港荷
に さ ば

捌き場

紀宝町の職員を募集します
　町では、平成 25 年４月１日
採用の一般事務職４名程度を募
集します。

1 職種及び採用予定人員
　一般事務職…４名程度
2 採用予定年月日
　平成 25 年４月１日
3 給与および服務
　本町の職員の給与に関する条
例等の規定による
4 受験資格
（次のすべての条件を満たす者）
①昭和 62 年４月２日以降に生
まれた者

②平成 24年８月１日現在にお
いて、受験者本人、または父
母のいずれかが紀宝町に住所
（住民登録）を有する者で、採
用後、紀宝町に居住できる者

③地方公務員法第 16 条の欠格
条項に該当しない者

④学校教育法に定める大学、短
期大学（高等専門学校を含む）、
高等学校を卒業した者、または
平成25年３月卒業見込みの者

5 受験手続
⑴提出書類
①申込書兼履歴書（紀宝町交付
のもの）…１通

②健康診断書（紀宝町交付のも
の）…１通

③最終学校学業成績証明書…１通
④写真２枚（縦４㎝×横３㎝のサ
イズで、３か月以内に撮影した無
帽上半身のもの。１枚は①の申込
書兼履歴書に貼付し、もう 1枚は
裏に氏名を記入して貼らずに提出）
⑤最終学校の卒業証明書、また
は卒業見込み証明書…１通

⑥受験資格を確認できる書類
・本人が紀宝町に住所を有する
場合は本人の住民票…１通

・本人が紀宝町に住所を有さ
ず、父母のいずれかが紀宝町
に住所を有する場合は、父母
のいずれかの住民票および父
母との親子関係が確認できる
戸籍謄本…各１通
※①および②については、役場
本庁舎（総務課）に受付期間
締切日まで備え付け

⑵受付期間
　平成24年９月５日（水）から
平成24年９月26日（水）まで
（土曜、日曜、祝日を除く、午
前８時 30 分から午後５時 15
分まで。郵送の場合は書留と
し、締切日必着とします。）
⑶受付場所
　紀宝町役場総務課
　（紀宝町鵜殿 324 番地）
6 試験内容
　教養試験 
　※択一式、作文試験、面接試験
7 試験の日時及び会場
日時：平成24年 10月 28日（日）
　　   午前９時開始
会場：紀宝町役場本庁舎

▶詳しくは、役場総務課（☎
３３―０３３３）までお問い
合わせください。

平成25年４月１日採用

９月１０日から１６日は自殺予防週間

こころの健康づくり講演会を開催！
　私たちが住んでいる東紀州地域は、三重県内で
も自殺死亡者の最も多い地域になっています。自
殺は追い込まれた末の死であり、その多くが防ぐ
ことができます。一人ひとりの力で、地域の力で
大切な『いのち』を救うことが大切です。
　町では、みなさんに命の尊さを考えてもらう機
会として、講師にWatari（わたりとしお）様を
お招きし、うつ病で自殺した母親とうつ病を克服
した自らの実体験をもとに、心について、命につ
いて、熱く語っていただきます。
　音楽で心と体のリラックスタイムもあります。
ぜひ、ご参加ください。

◆テーマ　『命をつなぐ』
◆日時　９月 14 日（金）午後７時～８時 30 分
◆場所　まなびの郷（きらめきホール）
◆講師　Ｗａｔａｒｉ（わたりとしお）
心理カウンセラー、振付指
導者としても活躍、「ウリナ
リ！社交ダンス部」で TV
出演

▶詳しくは、保健センター（☎
３２－３７００）までお問い
合わせください。

Watari さん

９月６日から１２日は救急医療週間

「救急の日」講演会を開催！
　９月９日は「救急の日」であり、９月９日を
含む１週間（平成 24 年９月６日から９月 12 日）
は「救急医療週間」として、各機関において啓発
活動やイベント等が予定されています。
　そこで紀南地域救急医療対策協議会は、これか
らの救急・防災について考える「救急の日」講演
会を下記のとおり開催します。
　参加費無料です。託児ルームもあります（事前
申し込みが必要）。ぜひご参加ください。

◆日時　９月８日（土）
　　　　午後３時～５時 15 分（午後２時開場）
◆場所　熊野市民会館　ホール
　（駐車場は、熊野市民会館・市営駐車場、天理
　  教南紀大教会をご利用ください）

◆講演内容　
　講演①　
　演題：「三重県の救急医療」
　講師：三重大学医学部附属病院救命救急センター
　　　　センター長　今

い ま い

井  寛
ひろし

  氏
　時間：午後３時 10 分から４時 10 分まで
　
　講演②
　演題：「巨大地震・大津波災害に備える　
　　　　　～過去の震災に学ぶ～」
　講師：三重大学大学院工学研究科　
　　　　准教授　川

かわぐち

口  淳
じゅん

  氏
　時間：午後４時 10 分から５時 10 分まで

▶詳しくは、熊野保健福祉事務所（☎０５９７－
８５－２１５８）までお問い合わせください。
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町
内
17
か
所
で

　

開
設
し
て
い
ま
す

　

住
民
票
の
発
行
業
務
な
ど
を
郵

便
局
に
委
託
す
る
と
と
も
に
、
さ

ら
な
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

図
る
た
め
、
町
職
員
が
町
内
17
か

所
に
出
向
い
て
、
移
動
支
所
を
開

設
し
て
い
ま
す
。（
表
①
移
動
支

所
開
設
日
程
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　

お
住
ま
い
の
近
く
で
、
役
場
業

務
が
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

移
動
支
所
の
業
務
内
容

　

住
民
票
、
印
鑑
証
明
、
納
税
証

明
書
な
ど
の
申
請
受
付
事
務
（
交

付
は
後
ほ
ど
、
郵
送
か
職
員
が
直

接
お
届
け
し
ま
す
）
や
、
町
税
、

国
民
健
康
保
険
税
の
収
納
事
務
、

役
場
へ
の
各
種
届
け
出
事
務
な
ど

を
受
け
付
け
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
役
場
税
務
住
民
課

（
☎
33
―
０
３
３
７
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お住まいの近くで、役場業務が利用できます

移動支所をご利用ください

　

現
在
町
で
は
、『
紀
宝
町
営
浄
化
槽
整
備
推
進
事
業
』に
よ
る
浄
化
槽
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

同
事
業
で
は
、
単
独
処
理
浄
化
槽
か
ら
の
設
置
替
え
を
進
め
る
た
め
、
既
設
浄
化
槽
の
撤
去

費
補
助
制
度
な
ど
を
創
設
し
、
町
営
浄
化
槽
へ
の
設
置
替
え
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん

も
同
事
業
で
の
浄
化
槽
の
設
置
整
備
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

高
度
処
理
型
浄
化
槽
は

単
独
の
16
倍
の
処
理
能
力

単
独
槽
を
撤
去
し
た
場
合

９
万
円
を
上
限
に
補
助

家
庭
で
で
き
る
温
暖
化
対
策

〜
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
〜

シ
リ
ー
ズ

　
ス
ト
ッ
プ
地
球
温
暖
化

　
そ
の
46

冷
蔵
庫
は
壁
か
ら
離
し
て
設
置

冷
蔵
庫
の
周
り
が
壁
な
ど
に
接

し
て
い
る
と
効
率
よ
く
放
熱
で
き

ま
せ
ん
。
冷
蔵
庫
の
周
り
は
隙
間

を
空
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
詳
し
く
は
、
役
場
環
境
衛
生
課

（
☎
33
―
０
３
３
８
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

今月のテーマ   

 冷 蔵 庫
冷
蔵
庫
に
食
品
を
詰
め
込
み
す

ぎ
る
と
、
ス
ム
ー
ズ
に
冷
え
に
く

く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
も
の
を
探

す
の
に
時
間
が
か
か
り
、
ド
ア
を

開
け
て
い
る
時
間
が
長
く
な
り
ま

す
。
庫
内
は
整
理
し
、
食
べ
残
し

や
常
温
保
存
可
能
な
も
の
が
な
い

か
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。
設
定

温
度
は
常
に
「
強
」
に
し
て
い
ま

せ
ん
か
。
季
節
に
あ
わ
せ
て
設
定

温
度
を
調
節
し
ま
し
ょ
う
。

食品を詰め込みすぎない
食品を詰め込んだ場合と、半分にした場合の
比較。 ▶

『出典：財団法人省エネルギーセンター／家庭の省エネ大事典』

年間削減効果

電気 　43.8kWh
CO2 　15.3kg

年間節約金額

約  960 円

　

単
独
処
理
浄
化
槽
を
設
置
し
て

い
る
世
帯
で
は
、
ト
イ
レ
の
水
洗

化
が
済
ん
で
い
る
な
ど
の
理
由
か

ら
、
な
か
な
か
設
置
替
え
が
進
ま

な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

こ
の
単
独
処
理
浄
化
槽
は
、
し

尿
の
み
を
処
理
す
る
浄
化
槽
で
あ

る
た
め
、
お
風
呂
や
台
所
、
洗
面

な
ど
か
ら
出
る
生
活
雑
排
水
は
そ

の
ま
ま
放
流
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
般
的
に
、
単
独
処
理
浄
化
槽

　

ま
た
、
単
独
処
理
浄
化
槽
を
設

置
し
て
い
る
世
帯
が
、
合
併
処
理

浄
化
槽
に
切
り
替
え
る
に
は
、
す

で
に
設
置
済
み
の
単
独
処
浄
化
槽

の
撤
去
費
用
が
か
か
る
と
い
う
理

由
も
、
な
か
な
か
設
置
替
え
が
進

ま
な
い
理
由
の
一
つ
で
す
。

　

同
事
業
で
は
、
単
独
処
理
浄

化
槽
か
ら
の
設
置
替
え
を
よ
り

促
進
し
た
い
こ
と
か
ら
、
設
置

替
え
を
行
っ
て
い
た
だ
く
方
に
、

単
独
処
理
浄
化
槽
の
撤
去
工
事

費
に
対
す
る
補
助
金
制
度
を
創

設
し
、
９
万
円
を
限
度
に
補
助

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
同
事
業
で
の
浄
化
槽
設

置
に
は
、
表
①
の
設
置
に
か
か
る

分
担
金
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
個

人
で
設
置
し
て
い
た
と
き
に
比
べ

る
と
、
個
人
の
負
担
額
は
軽
減
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
浄
化

槽
の
入
れ
替
え
を
ご
検
討
く
だ
さ

い
。

を
設
置
し
て
い
る
世
帯
か
ら
の
処

理
水
（
生
活
雑
排
水
は
そ
の
ま
ま

放
流
）
中
の
汚
れ
の
量
は
、
一
人

一
日
あ
た
り
Ｂ
Ｏ
Ｄ
で
32
ｇ
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
町
が
同
事
業
で
設
置
し

て
い
る
浄
化
槽
は
、『
高
度
処
理

型
浄
化
槽
』
と
い
っ
て
、
従
来
型

の
合
併
処
理
浄
化
槽
よ
り
も
処
理

能
力
が
優
れ
た
浄
化
槽
を
採
用
し

て
い
る
た
め
、
処
理
水
中
の
Ｂ
Ｏ

Ｄ
は
２
ｇ
と
な
る
の
で
、
そ
の
処

理
能
力
は
単
独
処
理
浄
化
槽
の
16

倍
に
も
な
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
よ
り
環
境
へ
の
負

荷
の
少
な
い
浄
化
槽
を
採
用
し
、

町
の
水
環
境
保
全
に
努
め
て
い

ま
す
の
で
、
同
事
業
で
の
浄
化

槽
の
設
置
促
進
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
役
場
環
境
衛
生
課

（
☎
33
―
０
３
３
８
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

シ
リ
ー
ズ

〜
き
れ
い
な
川
を

　
　
未
来
に
残
そ
う
〜

そ
の
61

今
月
の
テ
ー
マ

単
独
浄
化
槽
か
ら
の

設
置
替
え
を
推
進
し
て
い
ま
す

浄化槽の種別 分担金の額

５人槽 １６５，５００　円

７人槽 ２０８, ３４０　円

１０人槽 ２７６，８００　円

１１人槽以上 環境衛生課までお問い合わせください

※分担金には、７条検査費用8,000円が含まれています。

表①　浄化槽設置にかかる分担金の額

開設日 　会　　場　 開設時間

月
曜
日

３日
10日
24日

桐原生活改善センター 　９：００～１０：１５
平尾井高齢者生産活動センター １０：３０～１１：４５
大里多目的集会施設 １３：３０～１４：４５
上野農事集会所 １５：００～１６：１５

火
曜
日

４日
11日
18日
25日

浅里生活改善センター 　９：００～１０：１５

北桧杖多目的集会施設 １０：３０～１１：４５

中村多目的集会施設 １３：３０～１４：４５

水
曜
日

５日
12日
19日
26日

阪松原生活改善センター 　９：００～１０：１５
永田青年クラブ １０：３０～１１：４５
井田公民館 １３：３０～１４：４５
地下集会所 １５：００～１６：１５

木
曜
日

６日
13日
20日
27日

上地多目的集会施設 　９：００～１０：１５
下地生活改善センター １０：３０～１１：４５
茶屋地構造改善センター １３：３０～１４：４５
下り場集落センター １５：００～１６：１５

金
曜
日

７日
14日
21日
28日

高岡老人憩の家 　９：００～１０：１５

鮒田構造改善センター １０：３０～１１：４５

表① ９月の移動支所開設日程 ピンク色は、移動図書館も開設

フリーダイヤル

0120－620－690

入れ替え費用や
維持管理のことなど
気軽にご相談ください !

　町では、町営浄化槽事業を民間のノウ
ハウや資金力を活用した『ＰＦＩ手法』
を取り入れて行っています。
　町営浄化槽の設置工事や維持管理業務
については、ＰＦＩ事業の委託先である
紀宝町下水道サービス㈱が行っています
ので、設置費用や維持管理のことなど、
町営浄化槽に関することは、気軽に下記
まで、ご相談ください。
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P o l i c e

役場環境衛生課（☎３３－０３３８）

R e c y c l e

ワンポイント
ごみカレンダーの14ページに、
分別の仕方が詳しく書かれてい
ます。確認してみてね♪

◆締め切り　
　９月１４日（金）必着
　※当選者は、来月号の
　このコーナーで。
■８月号の正解
　①元気　②鼓　③きゅうり　④相野谷　⑤ゴマフ
■８月号当選者
　（応募総数 48 通・正解者 45 人　賞品は「フレー
バーラマアイスクリーム」）
　浦

う ら じ

地三
み え こ

恵子さん（北檜杖）、榎
えのもと

本きよミさん（高岡）
　井

い ど ね

戸根亜
あ や

矢さん（神内）
　植

うえ

　樹
いつき

さん（成川）
　三

み や け

宅菜
な ゆ

由さん（鵜殿）
▶詳しくは、役場企画調整課
広報係（☎３３－０３３４）まで。

抽選で特産品が当たります！

Qu i z

koho@town.kiho.lg.jp

◆問題
①特集：台風 12 号災害から○年
②○○健康保険証が新しくなります！
③こころの○○づくり講演会を開催！
④県吹奏楽コンクールで４年連続“○○”受賞！
⑤行ってみよら♪東紀州○○祭開催

◆応募資格　紀宝町内に在住の方
◆応募方法　ハガキかメール（koho@town.kiho.lg.jp）
で、クイズの答え５問分（○の中に入る数字や文字）
と、住所、氏名、年齢、電話番号、町や「広報きほう」
についてのひと言を書いて、役場企画調整課広報係
（〒519－5701 紀宝町鵜殿324）まで応募してくださ
い。正解者の中から、抽選で５名の方に、右写真の「町
の特産品」をお贈りします。

Bo o k s

魔法使いに人間に変えて
もらった猫のライオネル
が大活躍するとても痛快
な物語。劇団四季により
舞台化もされています。

ひょんなことから野良猫
になった黒猫ルドルフと
その兄貴分、教養のある
野良猫イッパイアッテナ
の勇気と友情の物語。

ネコのたいそう
長野ヒデ子 /脚本・画
童心社

「さあ、これからネコくん
といっしょにネコの体操
やってみよう！」子ども
参加型のとっても楽しい
紙芝居！元気がでます！

エスター・アベリル /作・絵　
松岡享子、張替惠子 /共訳　福音館書店

黒ネコジェニーのおはなし １～３
斉藤　洋 /作　杉浦範茂 /絵
講談社

ルドルフとイッパイアッテナ
ロイド・アリグザンダー /著　
神宮輝夫 /訳　　評論社

人間になりたがった猫

とてもキュートで愛らし
く、そして勇敢な黒ネコ
ジェニーの物語。読めば
あなたもきっとジェニー
のファンになりますよ！

◆  東北を知ろう、東北へ行こう！２  ◆
　図書館では、昨年に引き続き、三重県立図書館と連
携して東北地方の歴史や文化の紹介、観光パンフレッ
トの提供などを行うキャンペーンを開催します。この
展示をきっかけに改めて東北に関心を寄せ、実際に東
北を訪れていただく方が１人でも増えればと思います。
 【日時】　９月１６日（日）まで　10：00～ 17：00
 【場所】　紀宝町立鵜殿図書館 ２階

パ が た猫猫

◆鵜殿図書館（☎３２－４
よ

６
む

４
よ

６
む

）
◆利用時間：９：３０ ～ 18：００
◆休　館　日：毎週月曜日・祝日・毎月最終木曜日

Consumer

※写真はイメージです

９月号の当選者へは

干物セット

ごみはきちんと分別をして
決められた日に出しましょう！

９月１１日は、警察安全相談の日
警察の相談ダイヤルは　♯９１１０
　１１０番は、事件・事故等緊急の事案・要望
に対する緊急通報ダイヤルです。
　各種相談、意見要望については、下記にご連
絡ください。
◆警察総合相談電話
　《☎♯９１１０》（一部回線では、つながらない場合があります。）
または、
◆警察本部警察安全相談窓口
　《☎０５９－２２４－９１１０》
　(土日、祝日を除く平日　午前９時から午後５時まで )

◆紀宝警察署警察安全相談窓口
　《☎０７３５－３３－０１１０》

　今月も消費者トラブルについてお知らせします。消費者トラブルを防ぐためには、周囲の人
の見守りが欠かせません。みんなで消費者トラブルのない町にしていきましょう。

～身近にひそむ悪質商法の手口！その４～

▶詳しくは、役場企画調整課（☎３３－０３３４）までお問い合わせください。

◆三重県消費生活センター
【毎週月～金曜日】午前９時から午後４時まで☎０５９－２２８－２２１２

０ 歳 児  10:00 ～ 10:30、１歳以上  11:00 ～ 11:30
３歳以上  13:30 ～ 14:00、小 学 生  14:00 ～ 14:30

９月 29日（土） 

　最近「燃料ごみ」の中にペットボトルやビン、
カンなどが一緒に捨てられていることがありま
す。そのようなごみ袋は回収できません。ごみ
を出す前に必ず、分別方法や収集日を確認した
上で、ごみを出すようにしてください。

◆ 催眠商法（ＳＦ商法） ◆ 
　狭い会場に人を集め、「ハイ、ハイ」と手を上げさせるなどして、販売員が言葉巧みに
場を盛り上げ、ただ同然で日用品などを配り、冷静な判断ができない雰囲気の中で高額な
商品を売りつける商法です。

実際にあった事例
　「健康にいい話が聞ける」と知人に誘われて、
多くの人が集まった空店舗の会場へ行った。
巧みな話術に引き込まれて、血液がサラサラ
になるという健康食品を思わず買ってしまっ
た。高額であるため返品したい。

注意 !!　
　「健康によい話をする」、「来場者には粗品プレ
ゼント」などと言って人を集めます。景品につ
られて安易に会場に行かないようにしましょう。
また、日ごろから不要なものは買わないよう心
がけることが大切です。
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  エネルギー（
1人分）：約 13

6kcal

     　　　  　 
    塩分 ：約 1.

2 ｇ　 

　   

　

【作り方】
① A を混ぜ合わせたら、鶏むね肉両面にぬり、ラッ
プをして冷蔵庫で一晩おく。

② さやいんげんは筋をとり、さっとゆでて半分の
長さに切る。

③ ①の鶏肉を一口サイズに切り、フライパンに油
を熱して焼き、最後に②を加えてさっと炒め、
こしょうをふる。出来上がり☆

　テレビや雑誌でよく見かけるようになった
塩麹ですが、皆さんはもうご存知ですか？
　塩麹というのは、米麹と塩で作った発酵食
品です。酵素の働きで、食材を軟らかくした
り、うまみを引き出してくれる万能調味料で
す。気になる塩分ですが、大さじ１で約 2.3g
の塩が含まれ、味噌に近い塩分量です。塩
分摂取量は、男性で 1日9g 未満、女性で
7.5g 未満がすすめられているので、摂り過
ぎには注意しましょう。

９月の健康カレンダー

日 会 場 と 開 催 時 間
7・14・21・28日 保健センター （午後0時30分～２時30分）

※ 要予約 ： 詳しくは、紀宝町地域包括支援センター（☎３３－0175）まで

貯筋運動（イスに座ってできる簡単な運動です）

９月の休日当番医
日 病 院 名 内科・外科
２日 玉 置 整 形 外 科 ☎（22）6172 外 科
９日 井 畑 医 院 ☎（31）7029 内 科
16日 米 良 ク リ ニ ッ ク ☎（21）7878 外 科
17日 米 良 医 院 ☎（22）2710 内 科
22日 湊 口 医 院 ☎（31）6660 内 科
23日 佐 野 内 科 ☎（28）3266 内 科
30日 熊 野 路 ク リ ニ ッ ク ☎（21）2110 内 科
日・祝 紀南医師会 応急診療所 ☎0597（88）1001 内 科
※ 変更する場合がありますので、確認のうえ受診してください。
※ 診療科目が異なる場合は、三重県救急医療情報センターコールセンター  
　（☎０５９７－８９－１１９９）にご相談ください。

子どもとお母さん（会場 紀宝町保健センター）
日 内 容 と 開 催 時 間
25日 すくすく育児相談　（午前９時30分～11時30分）
※要予約：詳しくは、保健センター（☎ 32-3700）まで。

日 会 場 と 開 催 時 間
５日 平尾井高齢者生産活動センター（午前9時30分～11時）
※ 要予約 ： 詳しくは、紀宝町地域包括支援センター（☎３３－0175）まで。

元気塾（介護予防事業）

エネルギー（1
人分）：約 136

kcal

塩分：約 1 2ｇ
 

【材料（２人分）】
鶏むね肉（皮なし） 大１枚
塩麹 大さじ１弱
にんにく（すりおろし） 1/2 かけ
砂糖 小さじ 1/4
さやいんげん 約８本
油 小さじ１
こしょう 少々

A

定期的な運動で認知症予防 !!

【鼻呼吸の効果】　鼻には、吸った空気を浄化する
機能が備わっています。空気中のホコリを取り、
乾燥した空気を適度な湿度にして、のどや肺にとっ
て刺激の少ない空気にしてくれます。
【口呼吸の危険】　口で呼吸してしまうと、乾燥し
た冷たい空気が口から直接体内に取り込まれるこ
とで、口腔内や喉が乾燥し、細菌などが直接侵入、
粘膜に炎症が起きてしまいます。風邪などにもか

かりやすくなりますし、口臭、歯周病、むし歯に
もなりやすくなります。

　鼻呼吸で口を閉じた時に舌先が上の歯に付くの
が普通の呼吸です。意識的に口を閉じて鼻で呼吸
する習慣を身につけましょう。鼻のとおりが悪い
と鼻呼吸できず、口呼吸になってしまいます。耳
鼻科を受診しましょう。

鼻
び

呼吸と口
こ う

呼吸

【認知症予防のために…】

❶定期的な運動を心がけましょう　
　運動を楽しく続けるほど、記憶をつかさどる脳の海馬
で、若くて元気な神経細胞が生まれて、記憶が良くなる
ことがわかっています。掃除や庭の手入れなどもいい運
動です。とにかく積極的に体を動かして過ごしましょう。

❷笑いましょう
　笑うと、大脳の奥のほうからドーパミンという神経
伝達物質があふれ出てきます。ドーパミンは喜んだ時
に分泌される物質で、脳の覚醒レベルを上げて記憶
や学習機能を高め、認知症を防ぎます。

❸生活習慣病を予防しましょう
　高血圧、糖尿病、脂質異常症などの生活習慣病
を予防して、脳梗塞や脳出血の発症・再発を防ぐこ
とも認知症予防には大切な要素です。

❹食事に気をつけましょう
◎野菜を多く食べましょう
　緑黄食野菜などに多く含まれるビタミンＥが、認知
症予防に効果があるといわれています。ビタミンＥを
多く含む緑黄色野菜を積
極的にとりましょう。サプリ
メントでは効果がありませ
んので、毎日の食事におけ
る食品から摂取するように
心がけましょう。

◎魚を積極的に食べましょう
　魚をたくさん食べている人と、ほとんど食べていな
い人では、認知症の発症に大きな差があることがわ
かっています。アジ、サバ、サンマなど青魚を積極的
に食べるように心がけましょう。

内容 ： からだを楽しく動かそう　　講師 ： ピーアップ新宮　杉本正児氏
※ 要予約：詳しくは、紀宝町地域包括支援センター（☎３３－0175）まで。

“ちゃれんじ”健康づくり教室（介護予防事業）
日 会 場 と 開 催 時 間
19日 福祉センター（鵜殿） （午前10時～11時30分）

　認知症を有する高齢者の推計数は、２０１１年時点で最低でも３００万人といわれています。
　その中で、定期的な運動が、高齢者の認知症やアルツハイマー病の予防、あるいは高齢者の認
知機能の低下を抑制するとの結果が出ており、積極的に推奨すべきであると多くの観察研究におい
ていわれています。
　認知症予防のために、下記のことについて心がけ、認知症に強い脳を作っていきましょう。
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TOWN TOPICS IN KIHO

01

夜空を彩る打ち上げ花火

　東南海・南海地震等による津波からの被害を防止する四県
（三重、和歌山、徳島、高知県）共同津波避難訓練に合わせて、
町は７月 29日、鵜殿地区で津波避難訓練を実施しました。
　訓練では、和歌山県南方沖を震源とするマグニチュード
8.6 の地震が発生し、気象庁が四県沿岸に大津波警報を発表
したと想定。猛暑の中、住民たちは、役場屋上や鵜殿小学校
など高台にある指定避難所へ足早に避難しました。
　このあと、同地区の大勢の住民が鵜殿小学校へ集合し、紀宝
分署職員の指導による救急訓練や、町消防団員の指導による初
期消火訓練などが行われました。参加した住民たちは、もしも
の時に備えて、真剣な表情で、訓練に取り組んでいました。

もしもに備え、津波避難訓練

　神内小学校は８月９日、長崎に原子爆弾が投下さ
れたこの日に、平和教育の一環として、戦艦「大和」
の乗組員だった坪

つ ぼ い

井平
へ い じ

治さん（熊野市五郷町）を講
師に迎えて、平和の尊さについて考える学習会を実
施しました。
　戦艦「大和」は昭和20年、沖縄特攻の命を受けて
3332人が乗り組みましたが、４月７日、米艦

か ん さ い き

載機
386機による波状攻撃を受け、九州坊ノ岬沖で爆発・
沈没しました。坪井さんは、わずか269人の生存者
のうちの１人です。

戦艦大和から生還者  戦争の悲惨さと平和の尊さを伝える
　学習会には、神内小６年生や地元住民ら約60人が
出席。坪井さんは、爆撃や沈没しているときの悲惨
な状況を生なましく語りながら、自身の辛い体験か
ら、「どんなことがあっても戦争はしてはいけない！」
「平和という宝を守っていかなければ」「わかりあい、
支え合って、平和な地球を作っていかなければ！」と、
子どもたちに平和の大切さについて伝えていました。
　坪井さんは戦後教壇に立ち、退職後は、今年の秋
には 90歳になるという年齢ながら、戦争の悲惨さ
と平和の尊さを語り継ぐ活動をされています。

01.坪井さんの戦争体験
談を真剣な表情で聞く神
内小の児童たち。02.戦
艦「大和」での状況を詳
しく語る坪井さん。

Town topics

01

02

　第６回紀宝町花火大会が８月 15日、鵜殿のふれあい
会館裏の鵜殿港で開催されました。
　紀宝町の花火大会は、間近で見られるため、迫力ある
花火が楽しめるのが特徴です。今年は２基のスターマイ
ンとメッセージ花火の合わせて 600 発が打ち上げられ
ました。訪れた 1500 人の観客たちは、歓声をあげて、
色鮮やかな光のアートに見とれていました。

第６回紀宝町花火大会を開催

Town topics

救急訓練で担架の作り方を学ぶ参加者たち
Town topics

01.試合終了後、王
貞治さんと両チームが
記念撮影。02・03・
04.一生懸命にプレー
しました。05.監督
からの指示に聞き入る
紀宝選抜の選手たち。
06.試合終了後、韓
国チームから記念品が
贈られました。

Town topics

　第 22回世界少年野球大会三重・奈良・和歌山
大会が７月 24日から 30 日にかけて、くまのス
タジアムなど３か所で開催されました。
　同大会は、日米ホームランキングの王

おう

貞
さだはる

治さん
とハンク・アーロンさんが全世界に野球を普及し、
交流の輪を広げようと、1990 年から毎夏、世界
各国の子どもたちを招いて開催しています。今年
は、アメリカ、インド、カナダ、韓国、中国など
15か国と地域の子どもらが野球教室や交流試合
で親ぼくを深めました。
　７月 29日には、紀宝選抜と韓国との交流試合
が行われ、白熱した戦いが繰り広げられました。
試合終了後には、お互い記念品を贈り合い、親ぼ
くを深めました。

世界少年野球大会で
　　 交流の輪を広げる !
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TOWN TOPICS IN KIHO

国道 42号通学路（成川地区）の危険箇所を確認する関係者ら

Town topics

　７月 18日、国道 42号（成川地区）の通学路の緊急
合同点検を行いました。
　これは、登下校中の児童等の列に自動車が追突し、
死傷者が多発する痛ましい事故が相次いでいる状況を
踏まえて、国土交通省、文部科学省、警察庁が児童の
安全確保を目的に、各地で取り組まれているものです。
　当日は、国道 42 号の特に歩道幅が狭い成川地区で
点検を行い、西田町長、長村教育長、成川小・鵜殿小・
井田小・矢渕中の各学校長、国土交通省、警察、紀宝
地区安協の関係者ら 24人が危険箇所を確認しました。
　点検後、西田町長らから安全確保等の要望を受けた
松居紀勢国道事務所長は「今日見たことを次の対策に
反映したい」と語っていました。

安全確保のため
　通学路を緊急点検

　矢渕中学校吹奏楽部は７月 31 日、四日市文化会館で行われた平成 24 年度三重県吹奏学コンクー
ルに出場し、中学校Ｂ編成の部で見事金賞を受賞しました。
　同部門には、県内の 44 校が出場。23 人での出場となった同校は、自由曲「フェニックス ～時を
超える不死鳥の舞い～」を演奏しました。同コンクールでの金賞受賞は、今年で４年連続となります。
　森

もりくら

倉希
き さ き

咲部長は、「本番では緊張してしまって、練習の成果が出し切れなかったという悔しさはあ
りますが、最後にチーム全体がまとまって、目標だった金賞をとることができてよかったです」と
笑顔で感想を話していました。

県吹奏楽コンクールで、４年連続“金賞”受賞 !

見事金賞を受賞した
矢渕中吹奏楽部の部員たち

Town topics

江戸時代から伝わる伝統のほうき踊り

　井田観音で８月９日、納涼盆踊り大会を兼ねて井
田観音祭が行われ、ほうき踊りが奉納されました。
　ほうき踊りは、水田の害虫をほうきで掃き集め
る作業をまねた踊りで、江戸時代から伝わる地域
の伝統風習です。
　浴衣姿の住民や子どもたちは、やぐらを囲み、
歌声に合わせて、ほうきを持ち上げたり、掃くし
ぐさを繰り返すなど、夜遅くまで踊りの輪が広が
っていました。

伝統のほうき踊りを奉納

Town topics

Town topics

　子どもたちが自然の中の暮らしを体験する「地
域ふれあい合宿」が７月 14日から 16日までの
３日間、ふるさと資料館を拠点に開かれました。
　子どもだけの班活動で、自主性や協調性を身に
付け、自然の大切さを実感してもらおうと、紀宝
町青少年育成町民会議、町教育委員会、町みどり
の少年隊が毎夏、企画しています。
　参加した町内の４～６年生30人は、キャンプ期間
中の食事で使う食器を竹で作ったり、相野谷川をゴ
ムボートで下ったり、熊野川で三反帆に乗ったりと、
２泊３日の共同生活で夏の思い出を育んでいました。

自然を体感する
地域ふれあい合宿を実施

01.川舟で熊野川を体感。02.竹で
食器を作りました。03・04.相野谷
川をゴムボートで下りました。05.テ
ントの中も笑顔があふれていました。

01

02 03

04
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ペンリレー
Penre lay  No .79

若い衆登場
Young  No .79

はしゃぎっ子
Kid s  No .79

ス
キ
ー
を
楽
し
む尾

崎
　
辰
己  

さ
ん
（
井
田
）　

P R O F I L E

おざき　たつみ さん　
41 年間の会社勤めを終えて、
今年の４月に退職されたという
尾崎さん。「退職して時間もで
きたので、海外も含めていろん
なところに行ってみたいです。」
と話していました。

　

私
の
冬
の
楽
し
み
の
１
つ
に
、
年
２

〜
３
回
、
10
歳
ほ
ど
若
い
仲
間
達
と
ス

キ
ー
に
出
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
地
方
か
ら
で
す
と
、

ど
こ
の
ス
キ
ー
場
に
出
か
け
る
に
も
移

動
距
離
が
長
く
な
り
、
車
の
運
転
も
交

代
し
な
が
ら
、
な
ん
と
か
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
で
も
最
近
は
年
と
と
も
に
夜
間

の
運
転
が
特
に
疲
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。

　

私
が
ス
キ
ー
を
始
め
た
の
は
20
歳
く

ら
い
の
時
で
、
紀
宝
町
の
ス
キ
ー
バ
ス

ツ
ア
ー
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
っ
た
の
が

き
っ
か
け
で
し
た
。
し
か
し
そ
の
時
の

ス
キ
ー
ツ
ア
ー
は
雪
の
上
で
の
基
本
練

習
が
ほ
と
ん
ど
で
、
楽
し
く
滑
る
ま
で

に
は
な
か
な
か
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

途
中
10
年
位
ス
キ
ー
を
離
れ
た
時
期
は

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
今
日
ま
で
楽

し
く
続
け
ら
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
時

の
基
本
練
習
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
に
、
北
海
道
の
ニ
セ
コ
・
キ

ロ
ロ
・
サ
ッ
ポ
ロ
国
際
・
サ
ッ
ポ
ロ
テ

イ
ネ
・
富
良
野
、
東
北
の
蔵
王
、
長
野

の
志
賀
高
原
・
赤
倉
・
野
沢
・
戸
隠
・

菅
平
・
八
方
・
栂
池
・
白
馬
47
・
五
竜
・

飯
森
、
岐
阜
の
流
葉
・
御
嶽
そ
の
他
い

ろ
い
ろ
な
ス
キ
ー
場
で
滑
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
素
晴
ら
し
い
ス
キ
ー
場

で
思
い
出
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
中
で
も
志
賀
高
原
の
横
手
山
か
ら

見
え
る
冬
山
の
景
色
、
蔵
王
の
見
事
な

樹
氷
に
は
、
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。

　

で
も
決
し
て
楽
し
い
こ
と
ば
か
り
で

は
な
く
、
蔵
王
ス
キ
ー
場
で
40
度
の
壁

を
滑
り
降
り
た
時
に
は
、
途
中
で
バ
ラ

ン
ス
を
崩
し
転
倒
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
若
い
仲
間
た
ち
が
無
事
先
に
滑
り

降
り
て
い
る
の
に
、
私
だ
け
が
30
メ
ー

ト
ル
程
も
仰
向
け
の
ま
ま
滑
り
落
ち
て

し
ま
っ
た
の
で
す
。

　

今
多
く
の
ス
キ
ー
場
で
は
若
い
ス

ノ
ー
ボ
ー
ダ
ー
た
ち
が
多
く
な
り
、

私
た
ち
ス
キ
ー
ヤ
ー
は
年
配
者
ば
か

り
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ

も
時
代
の
流
れ
か
も
し
れ
な
い
と
少

し
寂
し
く
思
い
な
が
ら
も
ス
キ
ー
を

続
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
外
国
人
の

姿
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
の
も
日
本
の
国
際
化
が
進
ん
で

い
る
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

　

会
社
を
退
職
し
た
今
で
も
、
ス
キ
ー

は
私
の
冬
の
楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

９
月
号
は
井
田
の
大お

お
ま
え前

光み
つ
あ
き明

さ
ん

で
す
。
尾
崎
さ
ん
か
ら
は
、「
井
田
の

地
下
を
代
表
し
て
、
11
月
３
日
の
秋

ま
つ
り
、
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。」

森も
り
し
た下　

翔し
ょ
う
た太 

さ
ん
（
鵜
殿
・
22
歳
）

こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
紀
宝
町
で
！

◆
お
仕
事
は
？

　

ク
イ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
で
勤
務
し
て
い

ま
す
。
主
に
、宅
配
便
で
配
っ
て
い
て
、

町
内
の
い
た
る
と
こ
ろ
を
車
で
走
っ
て

い
ま
す
。
接
客
が
好
き
な
の
で
、
と
て

も
楽
し
い
で
す
。

◆
旅
に
行
く
と
し
た
ら
？

　

沖
縄
に
行
っ
て
、
き
れ
い
な
海
を

ず
っ
と
見
て
い
た
い
で
す
。
ま
た
は
、

北
海
道
に
行
っ
て
、
カ
ニ
や
ラ
ー
メ
ン

な
ん
か
を
食
べ
に
行
き
た
い
で
す
ね
。

◆
理
想
の
タ
イ
プ
は
？

　

気
の
合
う
人
が
い
い
で
す
ね
。

◆
今
、
は
ま
っ
て
い
る
こ
と

　

映
画
や
ア
ニ
メ
な
ど
の
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ

鑑
賞
で
す
。
最
近
で
は
「
サ
マ
ー

ウ
ォ
ー
ズ
」
が
面
白
か
っ
た
で
す
。

同
じ
監
督
作
品
で
、
今
映
画
館
で

や
っ
て
い
る
「
お
お
か
み
こ
ど
も
の

雨
と
雪
」
が
す
ご
く
気
に
な
り
ま
し

た
。
早
く
見
に
行
き
た
い
で
す
。

◆
町
に
ひ
と
こ
と

　

生
ま
れ
育
っ
た
と
こ
ろ
な
の
で
、
友

達
も
地
元
に
た
く
さ
ん
い
る
し
、
こ
れ

か
ら
も
ず
っ
と
紀
宝
町
に
住
ん
で
い
き

た
い
で
す
。

【募集】満３歳の誕生日を迎える子ども（平成21年11・12月生まれ）
を募集しています。ご希望の方は、広報係（☎ 33－０３３４）まで
ご連絡ください。申込期限は９月28日（金）まで。

松
ま つ し た

下 明
あ す か

日香 ちゃん（鵜殿）
平 成 2 1 年 ９ 月 2 9 日 生 ま れ
司 さ ん ＆ 真 紀 さ ん の 長 女

４月から保育所に入園した明日香です。毎
日保育所が楽しくて、５時に起きては保育
所の服に着替えています。とても活発な性
格で、いつも頭に汗をびっしょりかいて走
り回っています。将来の夢は歯医者さん。
これからも妹とお友だちと仲良く、元気に
走り回ってね♪…お母さんから
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mail information

町の人口 － population －

平成24年７月末現在（前月比)
人口 １１,９４２（+53)
男 ５, ６００（ + ５ )
女 ６, ３４２（+48)
世帯 ５, ４２９（+34)

on

主な電話番号 － telephone －

役 場 総 務 課 （33）0 3 3 3
役場企画調整課 （33）0 3 3 4
役場総務課（防災対策）（33）0 3 3 5
役場産業建設課 （33）0 3 3 6
役 場 住 民 課 （33）0 3 3 7
役場環境衛生課 （33）0 3 3 8
役 場 福 祉 課 （33）0 3 3 9
役 場 出 納 室 （33）0 3 4 0
教 育 委 員 会 （33）0 3 4 1
議 会 事 務 局 （33）0 3 4 2
役場環境衛生課（水道）（33）0 3 4 3
地域包括支援センター （33）0 1 7 5
保 健 セ ン タ ー （32）3 7 0 0
相 野 谷 診 療 所 （34）0 0 1 1
鵜 殿 図 書 館 （32）4 6 4 6
ま な び の 郷 （32）0 2 4 1
神内福祉センター （32）2 0 2 3
鵜殿福祉センター （32）0 9 5 7
熊野自殺防止センター
０５９７９－２－２２７７

【毎週金・土曜日　午後７時から 11時まで】

防災行政無線（フリーダイヤル）
０１２０－３３４－１１９
おかけ間違えのないように！

今月のワンコ

アトム

　

三
重
県
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん

に
元
気
を
届
け
よ
う
と
復
興
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト

に
は
、
ご
当
地
グ
ル
メ
を
は
じ

め
、
県
内
外
か
ら
食
と
物
産
が
大

集
合
し
ま
す
。
ま
た
、
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
に
よ
る
子
ど
も
が
楽
し
め
る

　

９
月
は
「
野
生
鳥
獣
に
よ
る

農
林
水
産
物
へ
の
被
害
に
つ
い

て
考
え
る
月
間
」
で
す
。
そ
れ

に
伴
い
、「
野
生
獣
に
よ
る
農
林

産
物
へ
の
被
害
に
つ
い
て
考
え

る
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
ま

す
。
内
容
は
、
講
演
会
、
鳥
獣

害
対
策
資
材
の
展
示
等
で
す
。

（
事
前
申
し
込
み
不
要
）

【
日
時
】　

９
月
10
日
㈪
、
午
前
10

時
か
ら
午
後
４
時

【
会
場
】　

伊
勢
・
安
土
桃
山
文
化

村
（
伊
勢
市
二
見
町
三
津
１
２
０

１
―
１
）

▼
詳
し
く
は
、
三
重
県
農
林
水
産

部
獣
害
対
策
課
（
☎
０
５
９
―
２

２
４
―
２
０
１
７
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

名
古
屋
税
関
で
は
、
終
戦
後

に
外
地
よ
り
引
き
揚
げ
て
こ
ら

れ
た
方
々
が
、
税
関
な
ど
に
預

け
た
通
貨
や
証
券
等
を
お
返
し

し
て
い
ま
す
が
、
今
な
お
引
き

取
り
手
が
な
く
、
保
管
さ
れ
た

ま
ま
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
多

数
あ
り
ま
す
。

　

返
還
請
求
・
お
問
い
合
わ
せ

は
、
ご
本
人
は
も
と
よ
り
ご
家
族

の
方
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
お
心
あ

た
り
の
方
は
、
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

返
還
し
て
い
る
通
貨
・
証
券
等

○
上
陸
地
の
税
関
又
は
海
運
局
に

預
け
ら
れ
た
通
貨
・
証
券
等

○
帰
国
前
に
在
外
公
館
や
日
本

　

紀
宝
町
内
に
は
、25
か
所
の
「
埋

蔵
文
化
財
」
地
域
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
「
埋
蔵
文
化
財
」
は
、
私

た
ち
の
共
有
財
産
と
し
て
、
将
来

に
伝
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、「
埋
蔵
文
化
財
」
は
、

地
中
に
あ
る
た
め
、
私
た
ち
の
目

に
触
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
を
知
ら
ず
に
工
事
等

を
行
っ
て
し
ま
う
と
「
埋
蔵
文
化

財
」
が
破
壊
さ
れ
、
文
化
財
産
、

歴
史
が
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

◆
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
は

　

お
済
で
す
か

　

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
お

住
ま
い
の
20
歳
以
上
60
歳
未
満

の
す
べ
て
の
方
が
加
入
し
、
保

険
料
を
納
め
、
支
え
あ
う
制
度

で
す
。

　

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
月

額
１
４
，
９
８
０
円
（
24
年
度
）

で
す
。
な
お
、
保
険
料
を
ま
と

め
て
前
払
い
す
る
こ
と
に
よ
り

割
引
さ
れ
る
前
納
制
度
や
口
座

振
替
に
よ
る
早
割
制
度
も
あ
り

ま
す
。

※
口
座
振
替
に
は
、
毎
月
の
保

険
料
が
翌
日
末
に
引
き
落
と
し

さ
れ
る
翌
月
末
振
替
と
、
毎
月

の
保
険
料
が
当
月
末
に
引
き
落

と
し
さ
れ
、
月
額
50
円
が
割
引
と

　

水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
計
量
法
に

基
づ
き
、
検
定
を
受
け
て
か
ら
８

年
を
経
過
し
た
も
の
は
取
り
替
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
毎
年
該
当
す
る
メ
ー

タ
ー
の
交
換
業
務
を
行
っ
て
お

り
、
今
年
度
に
お
い
て
も
下
記
の

期
間
に
お
い
て
交
換
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。
交
換
す
る
業
者
は
、

紀
宝
町
環
境
衛
生
課
が
委
託
し
た

業
者
が
行
い
ま
す
。

　

適
正
な
使
用
水
量
が
算
定
で
き

る
よ
う
、
水
道
メ
ー
タ
ー
の
交
換

作
業
に
対
す
る
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

水
道
メ
ー
タ
ー
交
換
実
施
方
法

○
作
業
員
は
、
身
分
証
明
書
を
携

　

帯
し
て
い
ま
す
。

○
交
換
す
る
メ
ー
タ
ー
の
費
用

は
、
紀
宝
町
環
境
衛
生
課
で
負

担
し
ま
す
。（
皆
さ
ん
か
ら
費

用
を
い
た
だ
く
こ
と
は
、
一

切
あ
り
ま
せ
ん
）

○
交
換
作
業
は
、
各
家
庭
に
設
置
し

て
い
る
メ
ー
タ
ー
が
対
象
の
た

め
、
設
置
場
所
に
よ
っ
て
は
建
物

内
に
入
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
メ
ー
タ
ー
を
交
換
す
る
と
き

は
、
事
前
に
お
家
の
方
に
お
知

ら
せ
し
た
後
に
作
業
を
行
い
ま

す
が
、
お
伺
い
し
た
際
に
お
留

守
の
場
合
で
も
交
換
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。（
交
換
時
の
立
ち
会

い
等
は
不
要
で
す
）

交
換
時
期

　

９
月
24
日
㈪
〜
９
月
30
日
㈰

（
日
程
が
ず
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

▼
詳
し
く
は
、
役
場
環
境
衛
生
課

（
☎
33
―
０
３
３
８
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
る
当
月
末
振
替
（
早
割
制
度
）

が
あ
り
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
役
場
税
務
住
民
課

国
民
年
金
係
（
☎
33
―
０
３
３
７)

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

９
月
の
尾
鷲
社
会
保
険
事
務

所
の
職
員
に
よ
る
年
金
相
談
は
、

９
月
19
日
㈬
午
前
10
時
か
ら
午

後
２
時
ま
で
、
役
場
２
階
小
会

議
室
で
行
い
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

イ
ベ
ン
ト
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
。

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】　

９
月
８
日
㈯　

午
前

10
時
〜
午
後
2
時
30
分

【
場
所
】　

里リ

ゾ

ー

ト

創
人
熊
野
倶
楽
部

▼
詳
し
く
は
、
三
重
県
東
紀
州
振

興
課
（
☎
０
５
９
―
２
２
４
―
２

１
９
３
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
私
有
地
で
あ
っ
て
も
、

「
埋
蔵
文
化
財
」
指
定
地
域
で
道

路
工
事
や
家
を
建
て
る
な
ど
の

場
合
は
、
着
手
60
日
前
ま
で
に
、

紀
宝
町
教
育
委
員
会
へ
「
届
出
」

や
「
通
知
」
が
必
要
で
す
。
最

終
的
に
は
、
県
か
ら
指
示
が
あ

り
ま
す
。（
文
化
財
保
護
法
第
九

十
三
条
）

　

大
変
貴
重
な
「
埋
蔵
文
化
財
」

を
守
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
ま
な
び
の
郷
（
32

―
０
２
４
１
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

人
自
治
会
等
に
預
け
ら
れ
た
通

貨
・
証
券
等
の
う
ち
、
そ
の
後

日
本
に
返
還
さ
れ
た
も
の

（
通
貨
：
旧
日
本
銀
行
券
、
旧
日

本
軍
軍
票
な
ど
。
証
券
等
：
支
那

事
変
割
引
国
庫
債
券
、
大
東
亜
戦

争
割
引
国
庫
債
券
な
ど
。）

▼
返
還
に
つ
い
て
は
、
財
務
省
名

古
屋
税
関　

監
視
部
監
視
許
可
通

関
部
門
（
☎
０
５
２
―
６
５
４
―

４
０
６
０
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

紀宝町下水道サービス株式会社
浄化槽のご相談は

0120-620-690
フリーダイヤル

紀宝町鵜殿１３７５番地１
TEL：0735-33-0360（代）
FAX：0735-33-0365 
ＨＰ：http://www.pfi-kiho.jp/

有
料
広
告

行
っ
て
み
よ
ら
♪

東
紀
州
元
気
祭
開
催

野
生
獣
に
よ
る
被
害
に

つ
い
て
考
え
て
み
よ
う

終
戦
当
時
、
引
揚
者
の

方
々
か
ら
お
預
か
り

し
た
通
貨
・
証
券
等

を
返
還
し
て
い
ま
す

貴
重
な
「
埋
蔵
文
化
財
」

を
守
り
ま
し
ょ
う

ま
ど
ぐ
ち
国
民
年
金水道メーター

営業日：月曜日～土曜日
　　　　（日曜相談可）
紀宝町鵜殿 2117-20

あいわ福祉タクシー

初乗り470円
低料金

☎ 0735-32-0001

日本福祉タクシー協会会員（一般乗用旅客自動車運送業許認可取得済）

水
道
メ
ー
タ
ー
の

交
換
に
つ
い
て

こんな時に ･･･
◉ 病院・施設・リハビリセンターへ
◉ ベッドから車椅子の移動介助
◉ 銀行・郵便局・役所の手続きなど
※車椅子に乗ったまま乗り降りできます

（外国人を含む）

広報きほう

大きさ １枠　縦 45㍉×横 86㍉

掲載料
  １枠につき月額で、
   町内事業者  　7,000 円
   町外事業者　10,000 円

　町では、「広報きほう」のこの
位置に有料広告を掲載していま
す。みなさんの会社やお店の宣伝
にご利用ください。詳しくは、役
場企画調整課（☎３３－０３３４）
までお問い合わせください。

広報きほうに広告を掲載しませんか

　

新
宮
公
証
役
場
で
は
、「
日
曜
・

無
料
遺
言
公
証
法
律
相
談
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

【
日
時
】　

９
月
９
日
㈰
、
午
前
９

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

【
場
所
】　

新
宮
公
証
役
場

（
新
宮
市
緑
ヶ
丘
２
―
１
―
31

「
カ
マ
ツ
カ
ビ
ル
３
階
」）

【
相
談
員
】　

公
証
人 

中
村 

司 

氏

【
相
談
内
容
】　

遺
言
、
相
続
、
離

婚
、
子
の
養
育
費
、
年
金
分
割
、

慰
謝
料
、財
産
分
与
、家
族
の
扶
養
、

任
意
後
見
（
高
齢
者
等
の
財
産
管

理
）、
土
地
建
物
の
賃
貸
借
、
金
銭

の
貸
借
、
売
買
、
贈
与
、
債
務
弁

済
、
保
証
、
そ
の
他
各
種
の
契
約
、

尊
厳
死
宣
言
、
会
社
定
款
な
ど

【
そ
の
他
】　

電
話
で
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
平
日
（
月
曜
〜

金
曜
）
の
相
談
も
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
相
談
は
す
べ
て
無
料
（
秘
密

厳
守
）
で
す
。

▼
詳
し
く
は
、新
宮
公
証
役
場（
☎

21
―
２
３
４
４
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
曜
・
無
料
遺
言
公

証
法
律
相
談
を
開
催
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　広報きほうでは、毎年ご好評いただいている「笑顔の写メール大募集」を今年も行い、
新年を飾る平成 25 年１月号の表紙を、みなさんの「笑顔」の写真でいっ
ぱいに埋め尽くしたいと思います。
　みなさんの一番身近にある携帯電話のカメラ機能を使って、笑顔の写メー
ルを《koho@town.kiho.lg.jp》までご応募ください。ご投稿いただいた写
メは、できる限り全員、広報きほう（１月号）に掲載いたします。年齢制限
はありません。みなさんの満面の笑みで、新年を祝おうじゃありませんか。
募集要項は次のとおりです。どしどし、ご応募お待ちしております。

今年１月
号の表紙

今年１月
号の表紙

募 集 要 項
●応募期間　
　１１月９日（金）まで
●応募条件　
　被写体の方が、紀宝町内に在住の方
●応募作品（テーマ）　
　笑顔
●作品形式
・ＶＧＡ以上（できるだけきれいに）
・ファイルサイズ：特に制限はありませ
んが、メール添付で送れるサイズ以内
●応募方法
　撮影した携帯電話の写真をメールに添
付して、投稿者の住所、氏名、年齢、電話
番号、被写体の氏名と町や「広報きほう」
についてのひと言を
書いて、次の指定す
るメールアドレス宛
にお送りください。
koho@town.kiho.
lg.jp 

●入賞賞品
　ご応募いただいた中から、特に素敵
な笑顔の写真に関しては、特選・入選
を選考し、投稿者に紀宝町の特産品を
プレゼントします。
　◆特選：３名（特産品５千円分）
　◆入選：10 名（特産品１千円分）
●審査
　役場企画調整課の厳正なる審査のう
え、入賞作品を選考させていただいま
す。発表は、広報きほう１月号にて。
●注意点
①被写体の方のご了承を得たうえで、ご応
募ください。

②写真は、縦で撮ってください。
③１枚につき、被写体は１人でお願いします。
④作品例のように、アップで撮影してください。
⑤お一人様何点でもご応募いただけます
が、掲載については、被写体１人につき
１回限りとさせていただきます。

⑥画像加工（特殊効果や文字の挿入）し
た作品は掲載できませんのでご遠慮く
ださい。

⑦掲載に不適切であると思われる写真に関
しては、掲載しない場合がありますので
ご了承ください。

⑧投稿者が大多数の場合、表紙ではなく、
他のページになる可能性があります。ご
了承ください。

⑨携帯電話をお持ちでない方は、作品例の
ように写真を撮り、そのプリントもしく
はデータを役場までご持参ください。

▶詳しくは、役場企画調整課広報係（☎
３３―０３３４）までお問い合わせく
ださい。
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平
成
2
4
年
９
月
１
日
発
行

■
U
R
L http://w

w
w
.tow

n.kiho.lg.jp　
■
 印
刷
／
6,000

部
　
文
化
印
刷
有
限
会
社

　
　
　
　
  自
然
保
護
の
た
め
、
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
お
よ
び
石
油
系
成
分
の
少
な
い
植
物
油
性
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

■
 編
集
／
紀
宝
町
役
場
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係
　

　
 〒
519
－
5701　

三
重
県
南
牟
婁
郡
紀
宝
町
鵜
殿
324

番
地
　
  

　
 T
EL 0735-33-0334　

　
　
　
　
FA
X
 0735-32-1102

アカメちゃん

紀
宝
町
初
の
戦
隊
ヒ
ー
ロ
ー

　
『
ひ
こ
に
ゃ
ん
』
や
『
く
ま
も
ん
』
な
ど
、〝
ゆ
る
キ
ャ
ラ
〞
と
呼
ば

れ
る
、
ゆ
る
い
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
全
国
的
に
有
名
で
す
が
、

紀
宝
町
に
も
そ
ん
な
ゆ
る
キ
ャ
ラ
が
欲
し
い
と
思
い
、
数
年
前
に
ウ
ミ

ガ
メ
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
ゆ
る
キ
ャ
ラ
を
自
分
で
書
い
て
み
ま
し
た
。

そ
れ
が
毎
月
ひ
と
り
ご
と
に
登
場
す
る
右
下
の
イ
ラ
ス
ト
で
す
。
名
前

は
、紀
宝
町
に
産
卵
に
来
る
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
か
ら
取
っ
て
『
ア
カ
メ
ち
ゃ

ん
』
と
言
い
ま
す
。
こ
の
ア
カ
メ
ち
ゃ
ん
は
、広
報
き
ほ
う
だ
け
で
な
く
、

紀
宝
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
多
方
面
で
活
躍
を
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

す
る
と
先
日
、
町
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
新
た
な
依
頼
が
あ
っ

た
ん
で
す
。
そ
れ
は
、
高
齢
者
の
方
を
悪
質
業
者
か
ら
守
る
た
め
の

団
体
「
高
齢
者
地
域
見
守
り
隊
」
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
、

ア
カ
メ
ち
ゃ
ん
を
使
っ
て
、
新
た
に
描
い
て
く
れ
な
い
か
と
い
う
も

の
で
し
た
。
そ
こ
で
、
戦
隊
ヒ
ー
ロ
ー
に
し
て
み
れ
ば
と
い
う
ア
ド

バ
イ
ス
を
も
ら
っ
て
、
試
行
錯
誤
の
末
、
左
の
よ
う
な
イ
ラ
ス
ト
を

描
い
て
み
ま
し
た
。
そ
の
名
も
『
紀
宝
戦
隊
カ
メ
レ
ン
ジ
ャ
ー
』。

　

ア
カ
メ
ち
ゃ
ん
に
コ
ス
プ
レ
を
さ
せ

る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
レ
ン

ジ
ャ
ー
た
ち
は
、
全
て
ウ
ミ
ガ
メ
を
モ

チ
ー
フ
に
し
て
い
ま
す
。
レ
ッ
ド
は
ア

カ
ウ
ミ
ガ
メ
、
ブ
ル
ー
は
ア
オ
ウ
ミ
ガ

メ
、
ブ
ラ
ッ
ク
は
オ
サ
ガ
メ
、
イ
エ
ロ
ー

は
タ
イ
マ
イ
、
ピ
ン
ク
は
ヒ
メ
ウ
ミ
ガ

メ
な
ど
と
全
て
に
意
味
が
あ
り
、
各
々
、

性
格
や
趣
味
や
好
物
な
ど
が
違
う
ん
で

す
。
ち
な
み
に
リ
ー
ダ
ー
は
、
気
は
弱

い
け
ど
正
義
感
が
強
く
、
曲
が
っ
た
こ

と
が
大
嫌
い
な
紀
宝
町
出
身
の
頑
固
者
、

レ
ッ
ド
『
ア
カ
メ
レ
ン
ジ
ャ
ー
』。

　

今
後
カ
メ
レ
ン
ジ
ャ
ー
は
、紀
宝
町
の
愛
と
平
和
を
守
り
つ
つ
、

観
光
大
使
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
た
だ
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
見
る
機
会
が
増
え
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

紀
宝
町
初
の
ヒ
ー
ロ
ー
「
紀
宝
戦
隊
カ
メ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
を
こ
れ

か
ら
応
援
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　
（
今
度
は
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
き
ど
り  

竹
鼻　

康
）


